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論文［沖縄音楽の録音採集における周縁性の諸相］鈴木聖子

沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
に
お
け
る
周
縁
性
の
諸
相

鈴
木
聖
子

序
　

一
八
七
七
年
に
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
、
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
録
音

技
術
は
、
世
界
に
鳴
り
響
く
音
を
録
音
採
集
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
二
十
世
紀
初
頭
の

西
洋
に
お
い
て
は
、
植
民
地
の
拡
大
を
背
景
に
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
パ
リ
を
中
心
と

し
て
「
民
族
音
楽
」
の
録
音
ア
ー
カ
イ
ブ
が
誕
生
し
、
こ
れ
ら
を
基
に
「
民
族
音
楽
学
」
が

発
展
し
た
。
当
時
「
比
較
音
楽
学
」
と
呼
ば
れ
た
そ
れ
は
、
非
西
洋
音
楽
を
西
洋
音
楽
の
尺

度
で
「
比
較
」
す
る
こ
と
で
、
前
者
を
「
未
開
」
と
し
て
西
洋
音
楽
史
の
発
達
以
前
の
「
起

源
」
に
位
置
づ
け
た
。
日
本
も
そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
、
領
土
の
拡
張
と
と
も
に
録
音
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
地
理
的
な
領
域
を
広
げ
て
い
く
。
本
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
始
め
ら
れ

た
沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

琉
球
王
国
（
琉
球
藩
）
が
沖
縄
県
と
な
っ
た
の
は
一
八
七
九
年
、
沖
縄
で
初
め
て
音
楽
が

録
音
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
四
年
で
あ
る
。
そ
の
録
音
採
集
を
し
た
人
類
学
者
・
鳥
居
龍
蔵
の

目
的
は
、
沖
縄
に
「
原
日
本
人
」
の
形
跡
を
探
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
類
学
の
み
な
ら
ず
、

当
時
の
学
界
で
は
、
沖
縄
と
日
本
の
あ
い
だ
に
な
ん
ら
か
の
根
源
的
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と

を
証
明
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
東
京
帝
国
大
学
の
言
語
学
者
・

上
田
万
年
が
「
Ｐ
音
考
」
を
著
し
、
宮
古
・
八
重
山
「
方
言
」
の
ハ
行
に
あ
る
「
Ｐ
」
の
発

音
は
、
古
代
の
日
本
に
存
在
し
て
い
た
が
後
に
失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
上
田
の

元
で
学
ん
だ
沖
縄
出
身
の
言
語
学
者
・
伊い

は波
普ふ

猷ゆ
う

は
「
沖
縄
学
」
の
基
礎
を
築
き
、
そ
れ
に

影
響
を
受
け
た
民
俗
学
者
・
柳
田
国
男
は
、
沖
縄
文
化
に
日
本
文
化
の
古
層
を
見
る
南
島
論

を
展
開
し
た
。
そ
し
て
柳
田
の
理
論
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
占
領
下
と
な
っ
た
奄
美
・
沖
縄
を

語
る
た
め
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
は
一
種
の
「
日
琉
同
祖
論
」
で
あ
り
、
そ
の
多
く
は
沖
縄
を
日
本
の
「
周
縁
」
と

し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
「
沖
縄
」
対
「
日
本
」
と
い
う
二
項
対
立
か
ら
の

み
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
が
沖
縄
を
表
象
し
た
際
に
な
ん
ら
か
の
解
決
の
試
み
と
し

て
有
し
て
い
た
周
縁
性
の
意
義
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
が
著
者
の
立
場
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
本
土
の
文
化
人
た
ち
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
、
沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
に
お
け
る
周
縁
性
の
諸
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
以
下
で

は
、
ま
ず
明
治
期
の
沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を
概
観
し
た
の

ち
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
学
界
に
お
け
る
沖
縄
音
楽
の
録
音
を

観
察
す
る
。
次
に
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
既
存
の
音
楽
研
究
へ
の
異
議
申
し
立
て
と
し

て
学
界
の
外
側
に
い
た
文
化
人
が
行
っ
た
沖
縄
音
楽
の
録
音
を
検
討
す
る
。

一
、
同
化
と
異
化

（
一
）
明
治
期
の
沖
縄
音
楽
の
背
景

　

約
四
五
〇
年
余
り
続
い
た
琉
球
王
国
の
宮
廷
で
は
、
中
国
と
幕
府
の
両
方
と
友
好
な
国
際

関
係
を
保
つ
必
要
か
ら
、
外
交
手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
音
楽
芸
能
が
武
士
階
級
に
よ
っ
て
演

じ
ら
れ
て
き
た
（1）
。
一
八
九
七
年
に
王
国
が
解
体
す
る
と
、
宮
廷
音
楽
の
一
部
は
「
古
典
」

と
し
て
安
冨
祖
流
・
野
村
流
の
二
流
派
に
お
い
て
保
持
さ
れ
た
。
ま
た
元
士
族
で
あ
っ
た
人

た
ち
が
民
間
や
地
方
へ
入
り
、
芝
居
の
地
唄
な
ど
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
誕
生
に
影
響
を
与
え

た
。

　

一
方
、
近
代
化
を
目
指
し
た
大
日
本
帝
国
は
、
公
的
機
関
に
西
洋
音
楽
を
導
入
し
始
め

た
。
文
部
省
の
音
楽
取
調
掛
は
、
西
洋
七
音
音
階
と
「
標
準
語
」
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、

『
小
学
唱
歌
集
』（
一
八
八
二
―
一
八
八
四
）
を
編
纂
し
た
（2）
。「
唱
歌
」
の
授
業
は
、
本
土
で
は

一
八
八
七
年
か
ら
、
沖
縄
で
は
一
九
〇
一
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
（3）
、
こ
の
音
楽
の
同
化
政
策

は
、
沖
縄
内
の
公
的
な
音
楽
教
育
に
、
唱
歌
や
西
洋
音
楽
を
沖
縄
民
謡
よ
り
も
高
尚
な
も
の

と
み
な
す
視
線
を
植
え
付
け
た
。
宮
古
島
出
身
の
作
曲
家
金
井
喜
久
子
（
一
九
〇
六
―

一
九
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
那
覇
の
沖
縄
県
立
第
一
高
等
女
学
校
の
音
楽
室
で
沖
縄
民
謡
を
ピ

ア
ノ
で
弾
い
て
い
る
と
、「
そ
ん
な
下
品
な
沖
縄
の
歌
を
弾
い
て
は
い
け
な
い
」
と
教
師
か

ら
注
意
さ
れ
た
と
い
う
（4）
。

　

こ
う
し
た
同
化
政
策
は
、
沖
縄
を
異
化
し
て
差
別
す
る
眼
差
し
を
生
み
だ
し
た
。

一
九
〇
三
年
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
、
台
湾

原
住
民
、
そ
し
て
沖
縄
人
が
、「
学
術
人
類
館
」
内
に
「
展
示
」
さ
れ
た
（5）
。「
学
術
」
面
で

協
力
を
し
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
人
類
学
教
室
の
教
授
坪
井
正
五
郎
で
あ
る
（6）
。「
琉
球

館
」
で
は
、
二
人
の
沖
縄
の
女
性
が
「
日
常
生
活
」
を
送
る
様
子
が
展
示
さ
れ
、
彼
女
ら
は

そ
こ
で
音
楽
や
踊
り
を
披
露
し
た
（7）
。
こ
れ
は
沖
縄
で
問
題
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
台
湾

原
住
民
と
一
緒
に
す
る
な
、
と
い
う
、
差
別
が
差
別
を
生
む
言
説
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
る
。
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そ
し
て
翌
年
六
月
、
人
類
学
教
室
の
坪
井
の
元
で
働
い
て
い
た
鳥
居
龍
蔵
（
一
八
七
〇
―

一
九
五
三
）
は
、
日
本
初
の
沖
縄
で
の
考
古
学
的
現
地
調
査
を
行
っ
た
（8）
。
形
質
人
類
学
に
影

響
を
受
け
た
彼
は
、
沖
縄
と
八
重
山
の
民
族
を
「
原
日
本
人
」
の
一
部
で
あ
る
と
、
進
化
論

的
見
地
か
ら
捉
え
て
い
た
（9）
。

　

鳥
居
は
日
本
で
初
め
て
現
地
調
査
に
写
真
機
と
録
音
機
を
持
ち
込
ん
だ
人
物
で
も
あ
っ

た
。
彼
が
「
某
商
会
」
で
借
り
受
け
た
と
い
う
録
音
用
の
蓄
音
機
で
録
音
し
た
沖
縄
と
八
重

山
の
音
楽
が
、
世
界
初
の
沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
で
あ
る
。
こ
の
録
音
は
、
東
京
帝
国
大
学

を
中
心
と
す
る
学
術
雑
誌
『
東
洋
學
藝
雑
誌
』
で
、
蓄
音
機
の
初
の
学
術
利
用
と
し
て
大
き

く
評
価
さ
れ
た
（10）
。
鳥
居
は
坪
井
を
介
し
て
音
響
物
理
学
者
・
田
中
正
平
に
旋
律
の
分
析
を

依
頼
す
る
た
め
に
シ
リ
ン
ダ
ー
を
渡
し
た
。
田
中
は
十
五
年
に
渡
る
ド
イ
ツ
で
の
研
究
を
終

え
て
帰
国
し
、
一
八
八
九
年
に
「
邦
楽
研
究
所
」
を
東
京
の
自
宅
内
に
設
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
録
音
資
料
は
関
東
大
震
災
で
失
わ
れ
た
と
い
う
（11）
。

（
二
）
大
正
期
の
沖
縄
音
楽
研
究
に
お
け
る
録
音
／
「
周
縁
」
か
ら
の
招
待

　

鳥
居
は
沖
縄
音
楽
を
録
音
し
た
が
、
つ
い
に
研
究
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
初
め
て
行
っ

た
の
は
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
日
本
音
楽
研
究
者
の
田
辺
尚
雄
（
一
八
八
三
―

一
九
八
四
）
で
あ
る
（12）
。
本
節
で
は
、
田
辺
が
沖
縄
で
録
音
し
た
音
楽
、
及
び
彼
の
沖
縄
音
楽

の
商
業
用
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
観
察
す
る
。

　

東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
で
音
響
物
理
学
を
学
び
、
ま
た
西
洋
音
楽
理
論
に
通
じ
て
い
た

田
辺
は
、
一
九
〇
七
年
に
大
学
院
に
入
る
と
日
本
音
楽
を
研
究
対
象
と
し
た
。
田
中
正
平
の

門
戸
を
叩
い
て
、
そ
の
「
邦
楽
研
究
所
」
で
日
本
音
楽
を
西
洋
の
五
線
譜
に
記
譜
す
る
仕
事

に
従
事
し
な
が
ら
、
西
洋
音
楽
理
論
に
対
抗
し
う
る
日
本
音
楽
理
論
を
構
築
す
べ
く
、
雑
誌

や
新
聞
に
数
々
の
論
考
を
投
稿
し
た
。
こ
れ
ら
の
集
大
成
と
し
て
の
『
日
本
音
楽
講
話
』（
岩

波
書
店
、
一
九
一
九
年
）
は
、
日
本
音
楽
史
（
特
に
雅
楽
）
を
進
化
論
的
視
野
か
ら
描
い
た
画
期

的
な
書
物
で
あ
り
、
彼
を
日
本
音
楽
研
究
者
と
し
て
一
躍
有
名
に
し
た
。
翌
年
、
伝
統
音
楽

の
録
音
・
保
存
を
目
的
と
す
る
「
古
曲
保
存
会
」
の
町
田
佳か
し
ょ
う聲

か
ら
の
依
頼
で
、
雅
楽
の
Ｓ

Ｐ
レ
コ
ー
ド
集
を
制
作
し
、「
日
本
固
有
」
に
し
て
最
も
「
発
達
」
し
た
音
楽
と
い
う
、
近

代
的
な
雅
楽
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
立
て
た
（13）
。
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
四
年
に
か
け
て
、

日
本
音
楽
史
の
起
源
を
求
め
て
、
朝
鮮
、
台
湾
、
沖
縄
、
樺
太
な
ど
日
本
の
「
外
地
」
へ
と

調
査
に
赴
い
た
。
現
地
へ
は
友
人
の
工
藤
豊
三
郎
の
助
け
を
得
て
製
作
し
た
携
帯
録
音
機

「
写
声
蓄
音
器
」
を
持
参
し
、
数
々
の
音
楽
を
録
音
し
た
（14）
。
工
藤
は
工
学
博
士
で
、「
ク
ト

ウ
蓄
音
器
」
な
ど
簡
易
蓄
音
機
の
開
発
で
特
許
を
得
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

沖
縄
・
八
重
山
調
査
が
行
わ
れ
た
の
は
、
一
九
二
二
年
七
月
二
六
日
か
ら
八
月
三
日
に
か

け
て
で
あ
る
。
元
宮
廷
音
楽
家
で
あ
る
山や
ま
う
ち内

盛せ
い
ひ
ん彬

に
よ
っ
て
田
辺
の
た
め
に
整
え
ら
れ
た

「
琉
球
音
楽
調
査
会
」
に
は
、
古
典
音
楽
の
大
家
た
ち
が
参
集
し
た
。
田
辺
は
、「
曲
や
歌
詞

の
解
説
は
山
内
氏
や
上
間
氏
や
金
城
氏
が
い
ち
い
ち
丁
寧
に
し
て
く
れ
た
か
ら
、
非
常
に
よ

く
分
っ
た
。」
と
し
て
、
そ
こ
で
披
露
さ
れ
た
古
典
音
楽
を
高
く
評
価
し
た
。
こ
の
会
の
最

後
に
、
彼
は
持
参
の
蓄
音
機
を
用
い
、（
一
）「
揚
作
田
節
」（
城
間
恒
有
・
野
村
流
古
典
）、

（
二
）「
干
瀬
節
」（
伊
差
川
世
瑞
・
安
冨
祖
流
古
典
）、（
三
）「
宮
古
ン
子 

― 

テ
マ
ド
節
」（
冨
原

盛
勇
・
民
謡
の
早
弾
き
）
を
録
音
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
彼
の
沖
縄
で
の
録
音
の
第
一
の
特
徴

は
、
他
の
外
地
で
彼
が
行
っ
た
録
音
と
異
な
り
、
録
音
の
場
と
演
目
が
予
め
現
地
の
文
化
人

た
ち
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
彼
が
沖
縄
で
録
音
し
た
数
が
、
彼
が
他
の
外
地
で
録
音
し
た
数
と
比
較

し
て
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

琉
球
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
は
日
本
蓄
音
器
商
会
に
も
あ
る
し
、
オ
リ
エ
ン
ト
会
社
で
も
近

頃
（
大
正
十
一
年
）
こ
れ
を
多
数
吹
込
ん
で
い
て
、
そ
れ
を
那
覇
の
森
楽
器
店
で
売
っ
て

い
る
か
ら
、
こ
れ
を
買
い
求
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。（15）

　

要
す
る
に
、
他
の
外
地
で
は
彼
が
録
音
し
た
音
楽
は
ま
だ
商
品
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
沖
縄

で
は
現
地
の
音
楽
の
商
業
用
レ
コ
ー
ド
が
販
売
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
田
辺
が
収
集
し
た

沖
縄
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
は
、
民
音
音
楽
博
物
館
田
辺
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
『
田
辺
音
庫
所
蔵

Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
台
帳
』
と
沖
縄
県
立
芸
大
附
属
図
書
館
田
辺
文
庫
所
蔵
Ｓ
Ｐ
資
料
に
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
実
に
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
収
集
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
Ｓ
Ｐ
は
、
大
阪
蓄
音
器
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
コ
ー
ド
）
五
枚
、
ニ
ッ
ポ
ン
レ
コ
ー
ド

（
ト
ン
ボ
印
ニ
ッ
ポ
ン
レ
コ
ー
ド
）
二
枚
、
自
聲
堂
楽
器
店
／
ヨ
シ
ヤ
楽
器
店
（
琉
球
ト
モ
エ
レ
コ
ー

ド
）
十
一
枚
、
日
本
蓄
音
器
商
会
（
オ
リ
エ
ン
ト
レ
コ
ー
ド
）
一
枚
、
日
本
蓄
音
器
商
会
（
コ
ロ

ム
ビ
ア
）
十
九
枚
、
以
上
の
三
十
八
枚
で
あ
る
。
最
初
の
大
阪
蓄
音
器
の
レ
コ
ー
ド
は
、

一
九
一
五
年
に
制
作
さ
れ
た
沖
縄
音
楽
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
橋
美
樹
に
よ

れ
ば
、
こ
れ
ら
は
初
の
沖
縄
音
楽
の
レ
コ
ー
ド
群
で
あ
り
、
那
覇
の
森
楽
器
店
内
の
琉
球
音

楽
奨
励
会
が
大
阪
蓄
音
器
か
ら
録
音
技
術
者
を
呼
ん
で
録
音
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

田
辺
が
収
集
し
た
こ
れ
ら
の
商
業
用
レ
コ
ー
ド
の
演
目
は
、
古
典
音
楽
と
八
重
山
民
謡
が
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多
く
を
占
め
る
一
方
で
、
漫
談
、
沖
縄
芝
居
・
地
唄
、
沖
縄
新
民
謡
と
い
っ
た
、
当
時
の
民

衆
文
化
を
支
え
て
い
た
沖
縄
語
を
多
く
含
む
レ
コ
ー
ド
も
多
少
は
見
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
実
際
の
評
価
の
段
階
で
田
辺
が
「
沖
縄
音
楽
」
と
し
て
定
義
す
る
の
は
、
古
典
音
楽
と

八
重
山
民
謡
と
い
う「
過
去
」
の
音
楽
で
あ
り
、「
現
在
」
の
芝
居
や
新
民
謡
で
は
な
か
っ

た
（16）
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
田
辺
の
沖
縄
訪
問
に
お
け
る
「
調
査
会
」
を
計
画
し
た
沖
縄
の
音
楽

文
化
人
の
価
値
観
が
、
田
辺
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
同
じ
古
典
音
楽
で
も
、
彼
は
山
内
の
催
し
た
「
琉
球
音
楽
調
査
会
」
で
野
村
流
・
安
冨
祖

流
の
大
家
の
音
楽
を
録
音
し
た
一
方
で
、
那
覇
の
辻
遊
郭
の
「
梅
の
屋
」
で
行
わ
れ
た
「
歓

迎
会
」
で
娼
妓
が
演
奏
し
た
古
典
を
録
音
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
田
辺
は
石
垣
島

に
渡
っ
て
八
重
山
民
謡
と
「
古
謡
」
を
聞
き
、
そ
れ
を
初
め
て
高
く
評
価
し
た
人
物
と
し
て

知
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
八
重
山
行
き
は
柳
田
国
男
に
勧
め
ら
れ
た
も
の
で
、
田
辺

が
現
地
で
聴
い
た
八
重
山
の
音
楽
を
準
備
し
た
の
は
、
柳
田
門
下
の
民
俗
学
者
で
あ
る
八
重

山
出
身
の
喜
舎
場
永
珣
で
あ
る
。
田
辺
が
石
垣
島
で
唯
一
録
音
し
た
農
民
の
歌
う
「
ソ
ウ
ソ

ウ
ジ
ラ
バ
」
も
、
喜
舎
場
が
用
意
し
た
演
奏
会
の
演
目
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
（17）
。
田
辺
は

そ
れ
を
柳
田
が
事
前
に
喜
舎
場
に
送
り
届
け
て
い
た
蓄
音
機
で
録
音
し
て
、
日
本
音
楽
史
の

源
流
と
彼
が
考
え
る
マ
レ
ー
の
音
楽
と
似
て
い
る
と
し
て
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
辺
は
沖
縄
の
現
地
の
文
化
人
た
ち
の
価
値
を
追
認
し
、
古
典
や
八
重
山

民
謡
な
ど
「
過
去
」
の
音
楽
を
の
み
「
沖
縄
音
楽
」
と
し
て
認
識
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
沖

縄
音
楽
の
「
現
在
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
た
（18）
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
、
田
辺
が
「
周

縁
」
と
し
て
の
沖
縄
音
楽
に
対
し
て
、「
西
洋
音
楽
史
」
に
比
肩
し
う
る
「
日
本
音
楽
史
」

の
起
源
と
し
て
の
役
割
を
求
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
沖
縄
は
、
本
土
が
望
む

「
周
縁
」
の
役
割
を
演
じ
な
が
ら
、
自
ら
が
望
む
理
想
の
「
過
去
」
の
姿
を
提
示
し
た
の
で

あ
る
。「
周
縁
」
か
ら
の
招
待
は
、
見
事
に
田
辺
の
日
本
音
楽
史
を
支
え
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
戦
後
の
沖
縄
音
楽
研
究
と
九
学
会
連
合
／
周
縁
性
の
否
定

　

戦
後
の
日
本
の
民
族
音
楽
学
を
牽
引
す
る
小
泉
文
夫
（
一
九
二
七
―
一
九
八
三
）
は
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
沖
縄
・
奄
美
の
現
地
調
査
に
お
い
て
数
多
く
の

録
音
を
残
し
た
。
小
泉
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
基
づ
い
た
沖
縄
音
楽
研
究
の
構
築
を
試

み
な
が
ら
、
果
た
せ
ぬ
ま
ま
五
六
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
本
節
で
は
、
小
泉
が
沖

縄
音
楽
の
録
音
採
集
に
当
っ
て
前
提
と
し
た
音
階
理
論
に
着
目
す

る
。

　

小
泉
は
大
学
時
代
に
は
西
洋
音
楽
研
究
を
専
門
と
し
た
が
、
大
学

院
で
吉
川
英
史
（
田
辺
の
門
下
）
の
日
本
音
楽
史
の
講
義
に
影
響
を
受

け
、
日
本
音
楽
研
究
の
道
へ
と
進
ん
だ
。
大
学
院
時
代
に
は
、
町
田

佳か

聲し
ょ
うを

中
心
と
す
る
日
本
放
送
協
会
『
日
本
民
謡
大
観
』
の
仕
事
に

加
わ
り
、
全
国
の
民
謡
の
録
音
・
採
譜
に
携
わ
っ
た
。
先
に
見
た
と

お
り
町
田
は
大
正
時
代
に
日
本
の
古
典
音
楽
を
録
音
す
る
活
動
を
し

て
い
た
が
、
昭
和
初
期
よ
り
柳
田
国
男
の
影
響
で
民
謡
研
究
を
始
め

た
。
町
田
の
も
と
で
学
び
従
来
の
採
集
方
法
に
疑
問
を
持
つ
こ
と

で
、
小
泉
は
自
ら
の
音
楽
調
査
の
方
法
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
平
凡

社
『
音
楽
事
典
』
の
編
集
に
も
携
わ
り
、
そ
こ
で
田
辺
や
岸
辺
成
雄

（
田
辺
の
門
下
）
ら
先
輩
か
ら
民
族
音
楽
の
知
識
と
研
究
方
法
を
学
ん

だ
。

　

小
泉
は
処
女
作
『
日
本
伝
統
音
楽
の
研
究
』（
一
九
五
八
年
）
で
、

従
来
の
音
楽
研
究
は
「
歌
っ
た
り
演
奏
し
た
り
す
る
人
た
ち
の
音
感

に
お
い
て
は
、
い
っ
た
い
そ
れ
ら
が
、
ど
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い

る
か
と
い
う
問
題
」（19）
を
軽
視
し
て
き
た
と
し
、
こ
れ
か
ら
は
「
音

楽
が
い
か
に
体
験
さ
れ
て
い
る
か
？
」
を
問
題
と
す
る
べ
き
で
あ
る

と
す
る
（20）
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
音
楽
体
験
を
す
る
人
間
の
「
民
族

性
」
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
民
族
の
音
感
の
中
に
伝
統
と

し
て
存
在
す
る
「
音
階
」
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
（21）
。
彼

の
提
示
す
る
日
本
音
階
は
、
①
民
謡
音
階
、
②
都
節
音
階
、
③
律
音

階
、
④
琉
球
音
階
、
の
四
つ
か
ら
な
る
（
図
1
）。
こ
こ
で
小
泉
は
、

④
の
「
琉
球
音
階
」
を
、
①
の
本
土
の
「
民
謡
音
階
」
の
中
間
音

（
各
三
音
の
真
ん
中
の
音
）
が
変
化
し
た
形
で
あ
る
と
、
明
ら
か
に
本
土

か
ら
の
視
線
で
解
釈
す
る
（22）
。
し
か
し
、
久
万
田
晋
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
沖
縄
が
占
領
下
で
あ
る
こ
の
時
代
に
、
小
泉
が
沖
縄
の
音
階

を
日
本
の
音
階
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
一

方
、
こ
こ
で
は
音
階
と
い
う
も
の
が
、
あ
た
か
も
不
変
の
民
族
性
を

示
し
得
る
も
の
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
（23）
。

図 1　日本の音階（小泉文夫『日本伝統音楽の研究』音楽之友社、1958 年、249 頁）
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小
泉
は
こ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
一
九
六
一
年
に
東
京
、
一
九
六
三
年
に
沖
縄
で
、「
わ

ら
べ
歌
」と
民
謡
の
調
査
・
録
音
を
行
っ
た
。
彼
は「
わ
ら
べ
歌
」
を
、「
日
本
の
音
階
、
リ

ズ
ム
、
楽
式
の
基
本
構
造
」
を
表
す
と
考
え
て
い
た
。
従
っ
て
当
時
の
子
供
た
ち
が
好
ん
だ

テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
や
歌
謡
曲
な
ど
新
し
い
音
楽
は
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
（24）
。

　

一
九
六
九
年
、
佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
共
同
声
明
に
よ
っ
て
、
一
九
七
二
年
の
沖
縄
返
還
が
発

表
さ
れ
た
。
一
九
七
〇
年
、「
九
学
会
連
合
」（25）

は
こ
れ
を
背
景
と
し
て
次
年
度
か
ら
の
共
同

課
題
を
「
沖
縄
」
と
し
た
。
九
学
会
連
合
と
は
、
一
九
四
七
年
に
事
業
家
の
渋
澤
敬
三
と
文

部
省
の
後
援
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
、
民
族
学
会
、
民
俗
学
会
、
人
類
学
会
、
社
会
学
会
、

考
古
学
会
、
言
語
学
会
、
地
理
学
会
、
宗
教
学
会
、
心
理
学
会
か
ら
な
る
学
際
的
研
究
団
体

で
あ
る
。
東
洋
音
楽
学
会
（
一
九
三
六
年
に
田
辺
尚
雄
を
会
長
と
し
て
設
立
）
は
一
九
六
四
年
か
ら

こ
れ
に
加
入
す
る
。
九
学
会
の
沖
縄
返
還
に
関
す
る
立
場
は
、「
沖
縄
復
帰
を
言
語
学
的
に
、

あ
る
い
は
民
俗
学
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
、
日
本
文
化
の
失
わ
れ
た
半
身
の
復
帰

で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。」（
小
川
徹
、
一
九
七
〇
年
）（26）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

小
泉
は
九
学
会
で
の
東
洋
音
楽
学
会
の
現
地
調
査
（
一
九
七
三
―
一
九
七
五
）
に
先
立
っ

て
、
一
九
七
〇
年
、
九
学
会
の
連
合
大
会
で
「
沖
縄
音
楽
の
音
階
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ

た
。
彼
が
こ
の
論
考
の
た
め
に
「
素
材
」
と
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
山
内
盛
彬
『
琉

球
の
音
楽
』
と
金
井
喜
久
子
『
琉
球
の
民
謡
』、
一
九
六
三
年
の
沖
縄
音
楽
調
査
、

一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
研
究
・
楽
譜
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年

代
に
は
沖
縄
独
自
の
市
場
を
形
成
し
て
い
た
沖
縄
民
謡
の
商
業
用
Ｓ
Ｐ
・
Ｅ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
は

対
象
に
は
な
い
。

　

こ
の
論
考
は
一
九
五
八
年
の
『
日
本
伝
統
音
楽
の
研
究
』
が
提
示
し
た
四
つ
の
音
階
（
図

1
）
を
再
び
取
り
上
げ
な
が
ら
、
そ
れ
に
新
し
い
解
釈
を
与
え
て
い
る
。
最
初
に
小
泉
は
、

こ
れ
ら
の
音
階
は
そ
の
中
間
音
の
位
置
の
違
い
に
よ
っ
て
四
種
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
、
①

（
民
謡
音
階
）「
中
間
音
が
短
三
度
」、
②
（
都
節
音
階
）「
中
間
音
が
短
二
度
音
程
、
な
い
し
は

も
っ
と
狭
い
音
程
」、
③
（
律
音
階
）「
中
間
音
が
長
二
度
音
程
」、
④
（
琉
球
音
階
）「
中
間
音

が
長
三
度
音
程
な
い
し
そ
れ
に
近
い
音
程
」、
と
解
説
す
る
。
次
に
、
日
本
音
楽
は
①
と

②
、
沖
縄
音
楽
は
③
と
④
の
音
階
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
沖
縄
音
楽
は
「
全
く
ち
が
っ
た
旋
律

の
感
じ
が
す
る
」
と
述
べ
る
。
と
こ
ろ
が
、
①
と
④
の
関
係
と
②
と
③
の
関
係
は
「
そ
れ
ぞ

れ
同
質
の
も
の
で
あ
り
、
た
だ
と
も
に
中
間
音
が
半
音
高
い
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
点
を
除
く
と
、
多
く
平
行
現
象
が
み
ら
れ
る
」
と
い
う
。
最
後
に
「
結
論
と
し
て
」、
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

沖
縄
に
は
本
土
に
見
ら
れ
な
い
独
自
の
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
（
＝
音
階
：
引
用
者
注
）
が
あ

り
、
ま
た
そ
の
結
合
の
方
式
も
あ
る
が
、
全
体
的
に
み
て
中
間
音
の
僅
か
に
高
め
の
位

置
の
ほ
か
、
核
音
構
造
や
テ
ト
ラ
コ
ル
ド
の
な
ど
の
原
理
的
構
造
に
お
い
て
、
本
土
の

民
俗
音
楽
と
同
じ
と
云
え
る
。（27）

　

彼
の
音
階
理
論
は
、
中
間
音
の
差
異
に
よ
っ
て
音
階
を
四
種
に
分
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
沖
縄
と
本
土
の
音
階
の
中
間
音
の
違
い
を
「
同
質
」「
平
行
現
象
」
と
み
な
し
、
沖
縄

と
本
土
の
音
楽
は
「
原
理
的
構
造
」
が
同
じ
で
あ
る
と
結
論
を
導
く
。
沖
縄
音
楽
の
録
音
採

集
は
、
こ
の
よ
う
な
日
本
と
沖
縄
の
音
楽
的
連
続
性
を
肯
定
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
わ

れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
泉
は
一
九
五
八
年
の
段
階
で
「
日
本
音
階
」
の
一
つ
と
し
て
琉
球
の

音
階
を
提
示
し
、
一
九
七
〇
年
に
そ
れ
ら
の
音
階
を
沖
縄
音
楽
と
日
本
音
楽
の
「
原
理
的
構

造
」
の
同
質
性
の
証
拠
づ
け
に
用
い
た
。
彼
の
音
階
論
は
、
沖
縄
の
周
縁
性
を
否
定
す
る
こ

と
で
、
沖
縄
返
還
を
肯
定
す
る
運
動
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
再
周
縁
化

　

沖
縄
を
「
日
本
の
失
わ
れ
た
半
身
」
と
捉
え
る
九
学
会
連
合
の
よ
う
な
学
界
に
反
権
力
と

し
て
立
ち
向
か
っ
た
の
が
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
中
労ろ
う

（
一
九
三
〇
―
一
九
九
一
）
で
あ

る
。
竹
中
は
、
自
ら
の
政
治
的
立
場
を
一
貫
し
て
激
し
く
表
現
し
た
と
こ
ろ
か
ら
「
ケ
ン
カ

屋
」
と
も
呼
ば
れ
た
一
方
で
、
沖
縄
民
謡
を
本
土
へ
紹
介
し
た
人
物
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。

共
産
党
を
脱
退
し
て
か
ら
「
ア
ナ
キ
ス
ト
」
と
な
っ
た
彼
の
初
期
の
音
楽
関
係
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
の
主
題
が
、
美
空
ひ
ば
り
の
人
生
（
一
九
六
五
年
）
や
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
初
来
日
に
お

け
る
フ
ァ
ン
の
熱
狂
（
一
九
六
六
年
）
と
い
っ
た
、
当
時
の
学
界
や
世
間
か
ら
無
視
・
蔑
視
さ

れ
て
い
た
周
縁
の
音
楽
社
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
の
政
治
思
想
と
音
楽
の

仕
事
は
同
一
線
上
に
あ
っ
た
。

　

本
章
で
は
、
竹
中
の
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
春
歌
集
・
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』（
Ｕ
Ｒ
Ｃ
レ
コ
ー
ド
、

一
九
七
〇
年
）（28）
と
、
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
／
祭
り
・
う
た
・
放
浪
芸
』（
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
、
一
九
七
五
年
）（29）

を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
周
縁
」
の
意
義
を
検
討
す
る
。

01_研究論文_鈴木聖子_本文01.indd   5 16.12.1   3:11:44 PM



38

論文［沖縄音楽の録音採集における周縁性の諸相］鈴木聖子

（
一
）『
沖
縄
春
歌
集
・
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』（
一
九
七
〇
年
）
／
周
縁
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

　

竹
中
の
初
の
沖
縄
滞
在
は
一
九
六
九
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
、
次
が
同
年
十
二
月
後
半
で

あ
る
。
滞
在
の
模
様
を
描
い
た
「
メ
モ
沖
縄1969

」（『
話
の
手
帳
』
一
九
七
〇
年
一
月
号
か
ら
連

載
）
で
、
彼
は
当
初
の
訪
問
の
目
的
を
三
つ
挙
げ
て
い
る
。
①
ア
メ
リ
カ
の
反
戦
フ
ォ
ー
ク

歌
手
ピ
ー
ト
・
シ
ー
ガ
ー
と
共
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ォ
ー
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
催
し
、

沖
縄
デ
ー
の
前
夜
に
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
の
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
を
敢
行
す
る
下
見
。
②
大
島
渚
ら

と
の
沖
縄
を
舞
台
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
映
画
制
作
の
下
見
。
③
Ｌ
Ｐ
『
日
本
禁
歌
集
』
の

第
三
集
か
第
四
集
に
収
録
す
る
音
楽
の
発
掘
（30）
。
竹
中
は
沖
縄
の
知
人
か
ら
送
ら
れ
た
普ふ

久く

原は
ら

恒つ
ね

勇お

編
『
沖
縄
の
民
謡
』（
池
見
屋
書
店
、
一
九
六
八
年
）
を
も
と
に
映
画
と
Ｌ
Ｐ
の
構
想
を

立
て
た
と
述
べ
て
お
り
、
②
③
が
沖
縄
音
楽
に
関
す
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

竹
中
が
普
久
原
の
『
沖
縄
の
民
謡
』
に
着
目
し
た
理
由
は
、「〈
公
衆
の
面
前
で
歌
う
の
に

は
憚
り
の
あ
る
〉
俚
謡
俗
歌
を
も
、『
一
部
の
反
論
は
あ
っ
た
が
敢
え
て
採
譜
し
た
』
と
解

説
に
あ
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
（31）
。
こ
の
着
目
の
仕
方
こ
そ
、
Ｌ
Ｐ
『
日
本
禁
歌
集
』
の
方
法

論
で
あ
っ
た
。「
禁
歌
」
と
は
な
に
か
。『
禁
歌
集
』
第
一
集
の
解
説
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

　
　

 　

国
家
と
か
法
律
と
い
う
、
愚
か
な
制
度
が
人
間
を
し
ば
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、「
う

た
」
も
ま
た
、
制
度
の
番
人
に
よ
っ
て
、
管
理
さ
れ
、
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　

 　

ど
の
よ
う
な
「
う
た
」
が
禁
じ
ら
れ
た
か
？
と
い
う
と
、
国
家
や
そ
の
支
配
者
を
攻

撃
し
、
制
度
や
秩
序
を
み
だ
す
オ
ソ
レ
の
あ
る
「
う
た
」
が
、
ま
ず
禁
じ
ら
れ
た
。

　
　

 　

第
二
に
禁
じ
ら
れ
た
の
は
、
性
を
あ
か
ら
さ
ま
に
う
た
っ
た
「
う
た
」、
例
え
ば
春

歌
、
猥
歌
等
で
あ
っ
た
。
支
配
者
に
と
っ
て
性
の
解
放
は
（
自
分
で
は
何
を
し
て
い
よ
う

と
）、
タ
ブ
ー
で
あ
る
。（32）

　

つ
ま
り
竹
中
の
「
禁
歌
」
と
は
、
制
度
に
よ
っ
て
禁
じ
ら
れ
た
歌
の
こ
と
を
指
す
。
そ
し

て
、「
そ
れ
を
奪
い
か
え
し
て
、
正
当
な
所
有
者
で
あ
る
全
人
間
の
手
に
と
り
戻
そ
う
」
と

す
る
の
が
、『
日
本
禁
歌
集
』
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、「
禁
歌
」
は
『
禁
歌
集
』
と

し
て
意
図
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
で
、「
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
」
に
変
容
す
る
と
い
え
る
。

彼
が
こ
の
レ
コ
ー
ド
を
、「
七
〇
年
決
戦
を
前
に
し
て
、
武
装
蜂
起
の
旗
標
を
か
か
げ
、
心

悸
昂
進
し
て
い
る
ゲ
バ
ル
ト
学
生
諸
君
」
に
聴
い
て
ほ
し
い
と
述
べ
、
日
本
初
の
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
・
レ
ー
ベ
ル
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
Ｃ
（U

nderground R
ecord C

lub

）
か
ら
出
版
す
る
の

も
、「
禁
歌
」
を
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
と
し
て
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

彼
の
沖
縄
関
係
の
第
一
著
作
『
琉
球
共
和
国
―
汝
、
花
を
武
器
と
せ
よ
！
』（
三
一
書
房
、

一
九
七
二
年
七
月
）
で
は
、
し
ば
し
ば
町
田
佳
聲
、
浅
野
健
二
、
服
部
龍
太
郎
ら
日
本
本
土
の

民
謡
研
究
者
が
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
町
田
・
浅
野
編
『
日
本
民
謡
集
』（
岩
波
書

店
、
一
九
六
〇
年
）
が
「
明
治
以
降
、
秋
田
音
頭
か
ら
質
実
剛
健
の
風
は
失
わ
れ
て
花
柳
界
の

お
座
敷
芸
化
し
た
」
と
述
べ
猥
雑
な
歌
詞
の
民
謡
を
切
り
捨
て
た
こ
と
を
竹
中
は
糾
弾
す
る

（33）
。
ま
た
、
町
田
ら
の
民
謡
研
究
が
民
謡
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
「
集
団
性
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
、
次
の
よ
う
に
非
難
す
る
。

　
　

 

よ
み
人
知
ら
ず
と
は
、
だ
れ
が
作
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
作

者
不
在
と
い
う
の
で
は
な
い
。﹇
…
﹈
そ
れ
を
「
集
団
の
中
に
自
然
に
発
生
し
」
等
と

ノ
ミ
か
シ
ラ
ミ
か
の
よ
う
に
い
う
の
は
、
民
衆
蔑
視
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
ま
た
明
治

以
降
の
西
洋
万
能
の
悪
し
き
風
潮
の
中
で
、
日
本
庶
民
の
〈
う
た
〉
の
調
査
研
究
を
等

閑
に
し
て
き
た
音
楽
評
論
家
、
学
者
等
々
の
責
任
逃
れ
で
あ
る
。（34）

　

こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
ト
ソ
ン
グ
を
以
っ
て
攻
撃
す
る
具
体
的
な
対
象
は
、
町
田
ら
中

央
の
権
力
に
与
す
る
（
と
竹
中
が
考
え
る
）「
体
制
民
謡
学
者
」（35）
で
あ
る
。

　

反
権
力
と
し
て
の
「
禁
歌
」
と
い
う
概
念
は
、
添
田
知
道
『
日
本
春
歌
考
』（
一
九
六
六
年
）

か
ら
得
た
発
想
で
あ
っ
た
（36）
。
一
九
六
七
年
の
大
島
の
映
画
『
日
本
春
歌
考
』
も
添
田
の
著

作
に
発
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
（37）
。
お
そ
ら
く
竹
中
の
当
初
の
目
的
の
一
つ
「
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
映
画
」
と
は
、
大
島
の
『
日
本
春
歌
考
』
の
沖
縄
版
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
こ
の
映
画
の
計
画
は
頓
挫
す
る
（38）
。

　

一
方
、
Ｌ
Ｐ
『
日
本
禁
歌
集
』
の
沖
縄
版
は
、
琉
球
放
送
の
上
原
直
彦
や
作
曲
家
の
備
瀬

善
勝
ら
沖
縄
民
謡
界
を
担
う
人
々
と
出
会
い
、『
沖
縄
の
民
謡
』
編
者
で
作
曲
家
の
普
久
原

恒
勇
を
訪
ね
た
こ
と
で
進
展
す
る
。
マ
ル
フ
ク
レ
コ
ー
ド
の
後
継
者
で
も
あ
る
普
久
原
か
ら

紹
介
さ
れ
た
、
コ
ザ
の
嘉か

で手
苅か
る

林り
ん
し
ょ
う

昌
、
八
重
山
の
山や
ま
ざ
と里

勇ゆ
う
き
ち吉

ら
民
謡
歌
手
た
ち
こ
そ
、
竹

中
の
求
め
て
い
た
「
禁
歌
」
を
歌
う
理
想
の
「
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
歌
手
で

あ
っ
た
。
彼
は
、
マ
ル
ク
ス
が
革
命
に
は
役
立
た
な
い
と
み
な
し
た
「
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
」
の
構
成
員
を
、
最
下
層
民
で
あ
る
彼
ら
こ
そ
が
革
命
の
中
心
で
あ
る
と
「
再
周

縁
化
」
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
沖
縄
返
還
に
は
、
沖
縄
の
最
下
層
民
を
日
本
の
最
下
層
民

よ
り
も
下
に
置
く
結
果
に
な
る
と
し
て
反
対
し
た
。
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一
九
六
九
年
十
二
月

二
十
四
日
、
コ
ザ
市
の

普
久
原
恒
勇
の
自
宅

で
、
嘉
手
苅
・
山
里
を

中
心
に
行
わ
れ
た
録
音

は
、『
日
本
禁
歌
集
』

の
第
三
集
『
沖
縄
春
歌

集
・
海
の
チ
ン
ボ
ー

ラ
ー
』
と
し
て
、

一
九
七
〇
年
三
月
に
Ｕ

Ｒ
Ｃ
レ
コ
ー
ド
か
ら

三
千
部
、
会
員
限
定
頒

布
と
し
て
出
版
さ
れ
た

（
図
2
）。
収
録
曲
は
副

題
に
あ
る
「
海
の
チ
ン

ボ
ー
ラ
ー
」
な
ど
「
春
歌
」
の
ほ
か
、「
県
道
節
」「
軍
人
節
」
と
い
っ
た
「
労
働
歌
」
も
含

ま
れ
る
。

　

曲
目
と
と
も
に
、
彼
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
誰
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
か
で

あ
っ
た
。
当
時
の
民
謡
界
で
特
に
嘉
手
苅
だ
け
が
著
名
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
（39）
。
し
か
し

竹
中
は
、
嘉
手
苅
が
戦
地
に
三
線
を
携
帯
し
た
こ
と
、
戦
後
は
歌
い
な
が
ら
馬
車
曳
き
を
し

て
い
た
こ
と
な
ど
を
素
材
に
、「
風
狂
詩
人
」「
ル
ン
ペ
ン
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
と
し
て
演

出
し
て
本
土
へ
紹
介
し
た
。

　

ま
た
竹
中
は
、
彼
ら
が
嘉
手
納
米
軍
基
地
と
そ
の
繁
華
街
が
あ
る
コ
ザ
市
（
現
沖
縄
市
）

で
歌
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
重
視
し
た
。『
沖
縄
春
歌
集
』
の
誕
生
が
コ
ザ
で
あ
る
こ
と

を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
強
調
す
る
。

　
　

 

普
久
原
恒
勇
氏
、
こ
の
盤
を
構
成
し
た
作
曲
家
で
「
コ
ザ
派
民フ
ォ
ー
ク
・
ゲ
リ
ラ

謡
造
反
団
」（
竹
中
が
勝

手
に
つ
け
た
名
称
）
の
総
帥
、
コ
ザ
市
胡ご

や屋
の
一
隅
に
居
住
し
、
町
か
ら
一
歩
も
外
に
出

ず
、
那
覇
（
中
央
）
の
権
威
主
義
的
民
謡
主
流
に
超
然
と
背
を
む
け
、
独
立
独
歩
ウ

タ
・
サ
ン
シ
ン
の
正
道
を
い
く
。（40）
（
ル
ビ
・
括
弧
と
も
原
文
：
引
用
者
注
）

　
「
コ
ザ
派
民
謡
造
反
団
」
と
し
て
、
中
央
の
「
権
威
主
義
的
民
謡
主
流
」
へ
対
抗
す
る
も

の
と
い
う
図
式
を
描
い
て
、
コ
ザ
を
那
覇
に
対
峙
す
る
反
権
力
の
表
象
と
し
て
い
る
。

「
フ
ォ
ー
ク
・
ゲ
リ
ラ
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
お
り
、
彼
の
沖
縄
来
訪
の
目
的
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
日
米
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
た
ち
と
の
フ
ォ
ー
ク
ゲ
リ
ラ
の
構
想
が
、
沖
縄
民
謡
歌
手

た
ち
と
の
「
コ
ザ
派
民
謡
造
反
団
」
と
し
て
蘇
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
那
覇
（
中
央
）
の
権

威
主
義
的
民
謡
主
流
」
が
何
を
指
す
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
古
典
音
楽
を
含
む
那
覇
の
民

謡
界
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
娼
妓
た
ち
が
演
奏
し
た
古
典
に
つ
い
て
は
、
竹
中
は

非
常
に
関
心
を
向
け
て
い
た
（41）
。

　

こ
こ
で
竹
中
は
「
コ
ザ
派
民
謡
造
反
団
」
と
は
自
身
で
勝
手
に
名
付
け
た
も
の
だ
と
断
っ

て
い
る
。
し
か
し
こ
の
ア
ル
バ
ム
の
仕
事
が
中
央
へ
の
反
権
力
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
参

加
し
た
沖
縄
の
人
々
も
共
有
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
上
原
直
彦
は
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
春
歌

集
』
附
録
の
栞
の
な
か
で
、
琉
球
の
王
尚
家
が
古
典
を
形
成
し
民
謡
を
野
卑
な
も
の
と
し
て

き
た
歴
史
を
批
判
し
た
の
ち
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

現
在
で
も
そ
の
概
念
は
、
沖
縄
の
民
俗
音
楽
界
を
支
配
し
て
、
い
わ
ゆ
る
民
謡
歌
手
よ

り
「
古
典
」
を
よ
く
す
る
も
の
が
社
会
的
地
位
を
し
め
、
名
士
ヅ
ラ
し
て
ま
か
り
通
っ

て
い
る
の
は
、
笑
止
千
万
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
嘉
手
苅
の
名
唱

「
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
」
は
、
当
地
で
は
放
送
禁
止
で
あ
る
。
文
字
通
り
、
そ
れ
は

「
禁
歌
」
な
の
だ
。
野
暮
天
国
王
尚
敬
の
亜
流
は
、
今
日
な
お
棲
息
し
て
民
衆
の
う
た

を
圧
迫
し
て
い
る
。（42）

　

さ
ら
に
上
原
は
、
本
島
が
先
島
諸
島
に
も
つ
差
別
か
ら
生
じ
て
い
る
県
内
の
権
力
構
造
を

も
指
摘
す
る
。
上
原
は
琉
球
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
、
八
重
山
・
宮
古
の
民
謡
を
流
し
た
。

竹
中
が
Ｌ
Ｐ
の
Ｂ
面
を
山
里
勇
吉
に
費
や
し
た
の
は
、
上
原
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　
『
日
本
禁
歌
集
』
は
第
一
集
以
来
、
竹
中
が
演
目
の
間
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
聞
き
手
と
し

て
登
場
し
、
そ
の
声
が
共
に
録
音
さ
れ
た
「
音
響
に
よ
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
で
あ
る
と
こ

ろ
が
特
徴
で
あ
る
（43）
。
第
三
集
で
は
、
普
久
原
と
上
原
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
Ａ
面
に
、
山

里
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
Ｂ
面
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
以
上
で
み
た
よ
う
な
、「
体

制
民
謡
学
者
の
正
調
の
日
本
民
謡
（
中
央
）／
日
本
各
地
の
禁
歌
（
周
縁
）」
と
い
う
竹
中
の
図

式
と
、「
那
覇
の
権
威
主
義
的
民
謡
主
流
（
中
央
）／
コ
ザ
の
禁
歌
（
周
縁
）」
さ
ら
に
「
沖
縄

図 2　LP『沖縄春歌集・海のチンボーラー』（『日本禁歌集』
第三集、URCレコード、1970 年、裏面）
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本
島
（
中
央
）／
先
島
諸
島
（
周
縁
）」
と
い
う
沖
縄
内
の
図
式
と
の
対
話
が
語
ら
れ
る
。『
沖

縄
春
歌
集
』
は
、
彼
に
と
っ
て
、
沖
縄
返
還
前
の
日
本
と
沖
縄
が
協
働
し
た
こ
と
の
一
つ
の

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
な
の
で
あ
る
。

　

沖
縄
返
還
後
、『
日
本
禁
歌
集
』
す
べ
て
の
栞
と
解
説
・
歌
詞
・
翻
訳
と
、『
琉
球
共
和
国
』

以
後
の
論
考
を
合
わ
せ
た
著
作
『
ニ
ッ
ポ
ン
春
歌
行 

も
し
く
は
「
春
歌
と
革
命
」』（
伝
統
と

現
代
社
、
一
九
七
三
年
）
を
発
表
す
る
。
そ
の
中
で
竹
中
は
、「『
ニ
ッ
ポ
ン
春
歌
行
』
と
片
仮

名
文
字
を
タ
イ
ト
ル
に
使
っ
た
の
は
、
む
ろ
ん
沖
縄
／
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
な
い
、
琉﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

球
共
和
国

人
民
に
対
す
る
エ
ク
ス
キ
ュ
ー
ズ
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
（44）
。「
日﹅

﹅本
」
か
ら
「
ニ﹅

﹅

﹅

﹅

ッ
ポ
ン
」

へ
。
こ
の
変
化
に
は
、
第
三
集
『
沖
縄
春
歌
集
』
に
よ
っ
て
沖
縄
返
還
を
阻
止
で
き
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
謝
罪
と
、
返
還
後
の
沖
縄
を
日
本
の
ど
の
よ
う
に
「
周
縁
」
と
し
て
再
構
築
す

る
か
と
い
う
逡
巡
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

（
二
）『
沖
縄
／
祭
り
・
う
た
・
放
浪
芸
』（
一
九
七
五
年
）
／
周
縁
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

　

一
九
七
五
年
に
出
版
さ
れ
た
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
／
祭
り
・
う
た
・
放
浪
芸
』（
四
枚
組
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ

ソ
ニ
ー
）（
図
3
）
は
、
歌
手
で
あ
り
マ
ル
テ
ル
レ
コ
ー
ド
の
経
営
者
で
も
あ
る
照て
る

屋や

林り
ん
す
け助
が

戦
後
か
ら
現
地
で
録
音
し
つ
づ
け
て
き
た
祭
り
や
芸
能
の
録
音
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
、
竹
中
自

身
が
一
九
七
五
年
一
月

に
沖
縄
へ
赴
い
て
録
音

し
た
歌
を
合
わ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
竹
中
は
林

助
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

出
会
い
、「
こ
の
営
々

た
る
し
か
も
む
わ
れ
ざ

る
収
集
の
成
果
を
、〔
日

本
禁
歌
集
〕
の
よ
う
な

形
で
コ﹅

ン﹅

パ﹅

ク﹅

ト﹅

し﹅

た﹅

い﹅

と﹅

考﹅

え﹅

た﹅

。」（45）
と
述

べ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
彼
は

制
作
の
目
的
を
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

 

真
に
沖
縄
的
な
る
も
の
を
、
も
っ
と
端
的
に
い
う
な
ら
ば
、
我
ら
の
心
の
裡
な
る
《
琉

球
共
和
国
》
の
諸
芸
を
、
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
、
記
録
し
て
置
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
す
、
古
典
の
よ
う
に
保
存
す
る
と
い

う
考
え
方
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
も
記
録
と
し
て
。（46）

　

竹
中
は
、「
真
に
沖
縄
的
な
る
も
の
」
を
「
我
ら
の
心
の
裡
な
る
」
も
の
と
言
い
換
え
て

お
り
、
こ
の
Ｌ
Ｐ
ア
ル
バ
ム
が
作
者
に
よ
っ
て
記
録
を
再
構
成
し
て
作
ら
れ
た
主
観
的
な
創

作
物
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
彼
が
「
記
録
」
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
再
び
言
い
換
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
作
品
が
透
明
な
記
録
の
ア
ー
カ
イ

ブ
で
は
な
く
、
彼
の
心
の
「
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
喚
起
す
る
た
め

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
用
語
を
用
い
た
同
時
代
の
Ｌ
Ｐ
に
、
小
沢
昭
一
の
Ｌ
Ｐ
『
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
・
日
本
の
放
浪
芸
』（
一
九
七
一
年
六
月
発
売
）（
図
4
）
が
あ
る
。
こ
の
ア
ル
バ
ム

は
、
小
沢
が
日
本
各
地
を
歩
い
て
「
周
縁
」
の
芸
能
を
現
地
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
竹
中
と
小
沢
の
Ｌ
Ｐ
の
差
異
に
着
目
し
て
み
よ
う
。
ビ
ク
タ
ー
の
当
時
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
市
川
捷
護
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
現
場
で
兵
士
ら
の
歌
を
録
音
し
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
・

リ
フ
ォ
ー
（47）
の
Ｌ
Ｐ
『
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
歌
声
』（48）
に
触
発
さ
れ
て
『
日
本
の
放

浪
芸
』
を
企
画
し
た
と
い
う
。
市
川
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
で
は
ス
タ
ジ
オ
で
最
良
の
音

質
で
録
音
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、「
出
張
録
音
と
い
え
ば
Ｓ
Ｌ
蒸
気
機
関
車
を
採

る
く
ら
い
」
で
あ
っ
た
（49）
。
彼
が
小
沢
の
『
私
は
河
原
乞
食
・
考
』
を
読
ん
で
そ
の
レ
コ
ー

ド
化
を
構
想
し
は
じ
め
た
の
は
「
一
九
七
〇
年
を
迎
え
て
ま
も
な
く
の
あ
る
日
」
で
あ
っ
た

と
い
う
か
ら
、
竹
中
の
『
日
本
禁
歌
集
』
の
方
が
先
に
発
売
さ
れ
た
の
は
確
か
で
、
竹
中
も

自
分
の
ほ
う
が
『
日
本
の
放
浪
芸
』
よ
り
も
先
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
『
日

本
禁
歌
集
』
第
一
集
の
解
説
に
は
小
沢
昭
一
と
永
六
輔
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
第
一
集
の
発
売

時
点
の
広
告
で
は
第
三
集
に
『
小
沢
昭
一
★
一
人
予
芸
★
ハ
ー
モ
ニ
カ
★
猥
歌
★
小
学
唱

歌
★
そ
の
他
★
』（50）
と
あ
る
な
ど
、
小
沢
と
の
関
わ
り
は
散
見
さ
れ
る
。

　

一
方
、
一
九
七
五
年
の
『
沖
縄
／
祭
り
・
う
た
・
放
浪
芸
』
は
、
副
題
に
「
放
浪
芸
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
、『
日
本
の
放
浪
芸
』
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
放
浪
芸
」
と
い

う
用
語
は
小
沢
と
市
川
に
よ
る
造
語
で
あ
っ
た
。『
日
本
の
放
浪
芸
』
は
Ｌ
Ｐ
七
枚
組
で
高

額
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
品
切
れ
と
な
る
ほ
ど
で
、
さ
ら
に
第
二
弾
（
一
九
七
三
年
）
と
第

三
弾
（
一
九
七
四
年
）
が
発
売
さ
れ
て
お
り
、
竹
中
の
『
沖
縄
』
が
企
画
さ
れ
た
時
は
、
第
四

図 3　LP『沖縄／祭り・うた・放浪芸』
（CBSソニー、1975 年）
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弾
が
進
行
中
で
あ
っ

た
。

　

竹
中
と
小
沢
の
出
会

い
は
一
九
六
〇
年
秋
で

あ
っ
た
が
、
共
に
仕
事

を
す
る
の
は
こ
れ
が
初

め
て
で
あ
っ
た
。
し
か

し
こ
の
レ
コ
ー
ド
の
録

音
に
、
小
沢
は
全
く
関

わ
っ
て
い
な
い
。
竹
中

は
録
音
テ
ー
プ
を
小
沢

に
聞
か
せ
た
う
え
で
、

小
沢
に
照
屋
林
助
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
も

の
を
録
音
し
て
Ｌ
Ｐ
に

収
録
し
、
ま
た
小
沢
と
照
屋
と
自
分
と
の
座
談
会
を
開
き
、
そ
の
書
き
起
こ
し
を
『
小
沢
昭

一
Ｖ
Ｓ
照
屋
林
助
』
と
題
し
て
附
録
に
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
竹
中
は
、
自
分
は
沖
縄
と

大
和
と
の
「
仲
立
ち
」
を
し
た
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
を
広
め
る
の
は
小
沢
昭
一
で
あ

る
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

　

お
そ
ら
く
竹
中
は
、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
・
日
本
の
放
浪
芸
』
の
全
国
的
な
成
功
を
見
て
の

こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
小
沢
を
自
分
の
同
志
と
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
Ｌ
Ｐ
と
小

沢
と
の
関
わ
り
を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

 

沖
縄
の
う
た
・
祭
り
・
放
浪
芸
に
つ
い
て
、
小
沢
昭
一
に
Ｌ
Ｐ
製
作
の
共
同
作
業
を
申

し
入
れ
た
の
は
一
九
七
四
年
八
月
﹇
…
﹈
だ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
、〔
日
本
禁
歌

集
〕
製
作
の
過
程
を
通
じ
て
、
小
沢
の
い
わ
ゆ
る
「
南
へ
の
関
心
」
に
、
私
は
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
き
た
。
諸
芸
の
源
流
、
と
り
わ
け
て
放
浪
漂
泊
の
遊
芸
の
み
な
も
と
を
探

れ
ば
、
か
な
ら
ず
や
南
に
む
か
う
。（51）

　

確
か
に
小
沢
は
座
談
会
で
「
南
」
に
つ
い
て
、「
芸
能
は
南
方
か
ら
や
っ
て
き
た
」（52）
と
述

べ
て
い
る
。
し
か
し
続
け
て
「
日
本
中
心
の
考
え
方
じ
ゃ
な
く
て
、
も
っ
と
ア
ジ
ア
全
体
、

さ
ら
に
は
地
球
全
体
と
い
う
考
え
方
を
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。」
と
言
う
よ
う
に
、
小
沢

は
沖
縄
を
日
本
の
周
縁
と
し
て
の
「
南
」
と
捉
え
る
こ
と
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

彼
の
次
の
よ
う
な
発
言
に
も
理
解
で
き
る
。

　
　

 

ぼ
く
は
ヤ
マ
ト
と
沖
縄
、
二
つ
の
別
の
庶
民
文
化
圏
が
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
は
ど
っ
こ

い
ど
っ
こ
い
で
、
五
分
の
も
の
だ
と
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
つ
き
あ
い
も
ま
た
五
分

で
あ
る
べ
き
だ
と
。
本
土
の
影
響
な
ど
と
い
う
こ
と
を
片
々
と
つ
ま
み
上
げ
て
、
平
安

時
代
が
ど
う
と
か
、
江
戸
時
代
が
ど
う
と
か
い
う
の
は
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
。（53）

　

明
ら
か
に
こ
う
し
た
見
方
は
、
沖
縄
を
「
日
本
の
失
わ
れ
た
半
身
」
と
捉
え
る
九
学
会
連

合
に
反
対
を
唱
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
小
沢
は
竹
中
に
と
っ
て
同
志
で
あ
っ
た
ろ

う
。
し
か
し
俳
優
で
あ
る
小
沢
は
、
日
本
の
放
浪
芸
に
自
分
の
芸
の
源
泉
を
探
っ
て
い
る
の

で
あ
り
、
沖
縄
に
固
執
す
る
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

竹
中
は
こ
こ
に
き
て
立
場
を
共
有
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。
小
沢
が

「
僕
の
場
合
は
演
じ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
え
。
沖
縄
は
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
て

い
る
だ
け
じ
ゃ
ダ
メ
な
ん
で
」
と
述
べ
る
と
、
竹
中
は
次
の
よ
う
に
自
分
の
立
場
へ
の
同
化

を
迫
る
。

　
　

 

私
は
前
か
ら
考
え
て
い
た
ん
だ
が
、
や
は
り
小
沢
昭
一
は
「
放
浪
芸
」
を
琉
球
弧
に
た

ど
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
れ
か
ら
一
度
、
役
者
と
し
て
で
は
な
く
ダ
ン
ナ
に
な
っ
て
、

沖
縄
の
う
た
、
芸
能
を
じ
っ
く
り
聴
い
て
み
る
こ
と
で
す
ね
。
ダ
ン
ナ
が
い
つ
の
間
に

か
踊
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
（54）

　

し
か
し
こ
の
竹
中
の
勧
誘
は
失
敗
に
終
わ
る
。
座
談
会
の
最
後
で
、
小
沢
は
、「
私
も
か

な
ら
ず
沖
縄
へ
参
り
ま
す
、
芸
能
座
（
小
沢
の
劇
団
：
引
用
者
注
）
の
公
演
を
持
っ
て
い
こ
う

と
、
い
ま
本
気
で
考
え
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。」
と
あ
く
ま
で
も
日
本
の
芸
能
者
と
し
て

沖
縄
と
関
わ
る
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

　

も
と
よ
り
竹
中
は
、『
日
本
禁
歌
集
』
の
後
に
こ
の
よ
う
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
形
式
の

沖
縄
芸
能
の
Ｌ
Ｐ
を
制
作
し
、
沖
縄
音
楽
と
の
関
わ
り
を
総
括
す
る
思
惑
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
（55）
。
し
か
し
、
竹
中
は
一
九
六
九
年
に
沖
縄
に
魅
せ
ら
れ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
文
字

図 4　LP『ドキュメント・日本の放浪芸』
（ビクター、1971 年）
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通
り
「
い
つ
の
間
に
か
踊
ら
さ
れ
て
」、
沖
縄
返
還
後
は
、
本
土
に
お
い
て
嘉
手
苅
を
中
心

と
し
た
数
多
く
の
公
演
や
ア
ル
バ
ム
制
作
を
行
っ
て
き
た
。
一
九
七
三
年
八
月
の
渋
谷
ジ
ァ

ン
ジ
ァ
ン
で
の
嘉
手
苅
と
大
城
美
佐
子
（56）
の
ラ
イ
ブ
や
、
一
九
七
四
年
と
七
五
年
に
、「
海
洋

博
へ
異
議
申
し
立
て
」（57）
と
し
て
東
京
、
大
阪
、
京
都
な
ど
で
決
行
し
た
「
琉
球
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
の
録
音
は
、
そ
の
間
の
ス
タ
ジ
オ
録
音
を
含
め
て
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
、
コ
ロ

ム
ビ
ア
、
ビ
ク
タ
ー
、
テ
イ
チ
ク
か
ら
Ｌ
Ｐ
三
十
九
枚
と
Ｅ
Ｐ
一
枚
と
し
て
発
売
さ
れ
た
（58）
。

　

こ
れ
ら
の
ラ
イ
ブ
録
音
を
ス
タ
ジ
オ
編
集
し
た
レ
コ
ー
ド
を
、
竹
中
は
「
実
況
録
音
盤
」

と
名
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
原
田
健
一
は
、
ラ
イ
ブ
と
レ

コ
ー
ド
に
違
い
を
感
じ
た
と
述
べ
て
お
り
、「
竹
中
労
は
島
う
た
の
生
き
た
姿
そ
の
も
の
を
、

レ
コ
ー
ド
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
、
産
業
化
さ
れ
た
音
楽
製
作
の

た
め
の
シ
ス
テ
ム
た
る
機
材
と
技
術
が
当
然
の
よ
う
に
必
要
だ
と
思
っ
て
い
た
。」（59）
と
指
摘

す
る
。
竹
中
は
こ
う
し
た
「
実
況
録
音
盤
」
の
創
出
を
通
し
て
、
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
』
で
用
い
る

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
手
法
へ
具
体
的
に
近
づ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
六
九
年
よ
り
連
載
し
て
き
た
「
メ
モ
沖
縄
」
の
最
後
（『
話
の
特
集
』、
一
九
七
五
年
十
二

月
号
）
を
、
彼
は
次
の
よ
う
に
閉
じ
て
い
る
。

　
　

 

私
が
こ
の
一
年
間
に
し
と
げ
た
こ
と
は
、
沖
縄
に
と
っ
て
、
柳
田
国
男
よ
り
も
、
田
辺

尚
雄
よ
り
も
、
小
沢
昭
一
の
放
浪
芸
の
採
集
に
も
す
ぐ
れ
て
、
前
人
未
踏
の
大
事
業
で

あ
っ
た
の
だ
。
い
つ
か
き
っ
と
、
私
の
制
作
し
た
四
十
枚
の
島
う
た
Ｌ
Ｐ
は
、
琉
球
弧

真
人
民
の
〝
魂
の
記
録
〞
と
し
て
、
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（60）

　
「
琉
球
弧
真
人
民
の
『
魂
の
記
録
』」
が
、
竹
中
自
身
の
「
魂
の
記
録
」
を
意
味
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
竹
中
は
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
』
の
解
説
書
に
お
い
て
も
、
博
学
の
照

屋
林
助
の
「
メ
モ
」（61）
を
も
と
に
、
記
録
以
上
の
文
章
を
挟
み
込
ん
で
自
ら
の
沖
縄
像
を
構
築

す
る
。
そ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
小
沢
は
Ｌ
Ｐ
『
日
本
の
放
浪
芸
』
の
解
説
書
で
、
自
ら

の
存
在
を
芸
能
者
に
留
め
、
郡
司
正
勝
や
関
山
和
夫
ら
研
究
者
の
解
説
を
用
い
る
こ
と
で
、

記
録
の
透
明
性
を
構
築
し
た
と
い
え
る
。
両
者
と
も
、
周
縁
の
世
界
に
つ
い
て
の
主
観
的
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
つ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
し
か
し
、

竹
中
は
〈
主
観
的
で
あ
る
こ
と
〉
に
こ
そ
意
味
と
価
値
を
見
出
し
て
い
た
点
で
特
徴
的
で
あ

る
。

　

竹
中
の
『
沖
縄
』
が
小
沢
の
『
日
本
の
放
浪
芸
』
の
続
編
と
な
り
得
な
い
の
は
、
そ
れ
が

自
ら
周
縁
的
な
存
在
で
あ
っ
た
竹
中
の
「
魂
の
記
録
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
音
楽
を
「
再

周
縁
化
」
す
る
こ
と
で
本
土
へ
紹
介
し
続
け
て
き
た
竹
中
は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の

存
在
の
周
縁
性
を
花
開
か
せ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
論

　

沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
に
関
わ
っ
た
日
本
本
土
の
文
化
人
た
ち
は
、
沖
縄
と
い
う
「
周

縁
」
と
関
わ
る
こ
と
で
、
西
洋
音
楽
を
基
礎
に
置
く
日
本
に
対
す
る
反
権
力
で
あ
っ
た
と
い

う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
、
彼
ら
に
と
っ
て
沖
縄
音
楽
の
録
音
採
集
は
、

政
治
的
な
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
各
々
の
思
想
に
よ
っ
て
録
音

採
集
の
選
曲
の
偏
り
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
雑
誌
・
新
聞
・
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
通
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
を
好
ん
だ
彼
ら
の
影
響
で
、
沖
縄
音
楽
は
大

き
く
本
土
に
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

近
年
、
彼
ら
の
録
音
は
デ
ジ
タ
ル
化
や
リ
マ
ス
タ
リ
ン
グ
さ
れ
る
な
ど
、
再
評
価
さ
れ
る

動
き
に
あ
る
（62）
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
も
な
お
彼
ら
の
仕
事
が
、
日
本
の
「
周
縁
」
と
し
て

多
く
の
問
題
を
抱
え
る
沖
縄
の
、
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
支
え
る
装
置
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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居
龍
蔵
『
有
史
以
前
の
日
本
』
斎
藤
忠
編
『
鳥
居
龍
蔵
全
集
』
第
一
巻
（
朝
日
新
聞

社
、
一
九
七
六
年
所
収
）

（10）　

 「
雑
報
」『
東
洋
學
藝
雑
誌
』
二
一
・
二
七
五
（
一
九
〇
四
年
八
月
）
三
八
一
頁

（11）　

 

鳥
居
龍
蔵
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記
』
前
掲
書　

二
三
〇
頁

（12）　

 

田
辺
の
沖
縄
音
楽
調
査
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
が
あ
る
。
久
万
田
晋
『
沖
縄
の
民
俗

芸
能
論 

神
祭
り
、
臼
太
鼓
か
ら
エ
イ
サ
ー
ま
で
』（
ボ
ー
ダ
ー
イ
ン
ク
、
二
〇
一
一
年
）。

鈴
木
聖
子
『「
科
学
」
と
し
て
の
日
本
音
楽
研
究
：
田
辺
尚
雄
の
雅
楽
研
究
と
日
本
音
楽
史

の
構
築
』（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
博
士
論
文
（
文
学
）、
二
〇
一
四
年
九

月
）

（13）　

 

鈴
木
聖
子
『
雅
楽
』
野
村
朋
弘
編
『
芸
術
教
養
シ
リ
ー
ズ
二
二 

伝
統
を
読
み
な
お
す
一 

日

本
文
化
の
源
流
を
探
る
』（
京
都
造
形
芸
術
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
四
年
所
収
）

（14）　

 

こ
れ
ら
の
録
音
は
、
田
辺
尚
雄
著
・
田
辺
秀
雄
監
修
Ｌ
Ｐ
『
南
洋
・
台
湾
・
樺
太
諸
民
族

の
音
楽
』（
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
株
式
会
社
、
一
九
七
八
年
）
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

（15）　

 

田
辺
尚
雄
『
南
洋
・
台
湾
・
沖
縄
音
楽
紀
行
』（
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
八
年
）
二
八
五
―

二
八
六
頁

（16）　

 

田
辺
の
Ｓ
Ｐ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
次
の
口
頭
発
表
が
あ
る
。Seiko Suzuki, “M

sic 

R
ecording and the Form

ation of O
kinaw

a C
ultural Identity : 1910–1940 ” 

国
際
コ

ロ
ッ
クLes industries culturelles du Japon colonial et la guerre

、
二
〇
一
六
年
四
月
八

日
、
於
パ
リ
（
フ
ラ
ン
ス
）。

（17）　

 
八
重
山
郡
教
育
部
会
「
大
正
十
一
年
八
月
一
日 

八
重
山
の
拙
き
音
楽 

舞
躍
の
栞
を 

田
邊

尚
雄
氏
に
呈
出
」（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
田
辺
文
庫
、
手
稿
二
六
五
）

（18）　

 

一
方
で
田
辺
は
沖
縄
音
楽
を
用
い
た
「
新
日
本
音
楽
」
の
創
作
を
し
て
い
る
。Seiko 

Suzuki, ” “Les recherches scientifiques sur la théorie de la m
usique orientale ” de 

Tanabe H
isao : étude sur la m

usicologie j aponaise des années 1920 ”, 

法
政
大
学
国
際
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日
本
学
研
究
所
編
『
国
際
日
本
学
研
究
叢
書 

日
本
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
ア
ジ
ア
』
二
一

（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
一
月
所
収
）
二
三
九
―
二
五
二
頁

（19）　

 

小
泉
文
夫
『
日
本
伝
統
音
楽
の
研
究
』（
音
楽
之
友
社
、
一
九
五
八
年
）
一
一
頁

（20）　

 

同
上
書　

一
七
頁
、
二
五
頁

（21）　
 

同
上
書　

二
二
―
二
三
頁

（22）　
 

同
上
書　

一
七
六
―
一
七
八
頁

（23）　

 
た
だ
し
小
泉
は
、
こ
れ
ま
で
の
民
族
音
楽
学
（
比
較
音
楽
学
）
が
、
現
時
点
の
民
族
音
楽

を
調
査
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
「
未
開
」
の
名
の
も
と
に
過
去
の
起
源
的
な
音
楽
と
結
び
つ

け
て
き
た
こ
と
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
小
泉
文
夫 

前
掲
書　

一
〇
〇
頁

（24）　

 

岡
田
真
紀
『
世
界
を
聴
い
た
男
―
小
泉
文
夫
と
民
族
音
楽
』（
平
凡
社
、
一
九
九
五
年
）

一
七
〇
―
一
八
〇
頁

（25）　

 

坂
野
徹
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
戦
後
史 

宮
本
常
一
と
九
学
会
連
合
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
二
年
）。
小
島
美
子
「
九
学
会
連
合
と
音
楽
学
」『
人
類
科
学
』
四
二
（
一
九
九
〇

年
）
二
〇
三
―
二
二
三
頁

（26）　

 

岡
田
真
紀 

前
掲
書　

三
二
〇
頁
。
岡
田
に
よ
れ
ば
、
小
泉
は
小
川
徹
「
九
学
会
発
表
要

旨
」
の
こ
の
引
用
部
分
に
傍
線
を
施
し
て
い
る
。

（27）　

 

同
上
書　

一
八
三
―
一
八
四
頁

（28）　

 

Ｃ
Ｄ
復
刻
版
『
沖
縄
春
歌
集
・
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』『
日
本
禁
歌
集
』
第
三
集
（
メ
タ
・

カ
ン
パ
ニ
ー
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（29）　

 

Ｃ
Ｄ
復
刻
版
『
沖
縄
／
祭
り
・
う
た
・
放
浪
芸
』（
四
枚
組
、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ソ
ニ
ー
、
二
〇
〇
三

年
）
を
参
照
。

（30）　

 

竹
中
労
『
琉
球
共
和
国
―
汝
、
花
を
武
器
と
せ
よ
！
』（
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）

六
五
―
六
六
頁

（31）　

 

同
上
書　

七
八
―
七
九
頁

（32）　

 

竹
中
労
「
禁
歌
党
宣
言
」（
Ｌ
Ｐ
『
ぴ
ん
助
風
流
江
戸
づ
く
し
』
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
解
説
）
Ｃ
Ｄ

復
刻
版
『
ぴ
ん
助
風
流
江
戸
づ
く
し
』『
日
本
禁
歌
集
』
第
一
集
（
メ
タ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
、

二
〇
〇
八
年
）
附
録

（33）　

 

竹
中
労
『
琉
球
共
和
国
』
前
掲
書　

一
一
九
―
一
二
〇
頁

（34）　

 

同
上
書　

一
二
九
頁

（35）　

 

竹
中
労
『
琉
歌
幻
視
行 

島
う
た
の
世
界
』（
田
畑
書
店
、
一
九
七
五
年
）
一
七
二
頁

（36）　

 

添
田
は
「
ほ
ん
ら
い
の
性
は
美
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、〈
ま
ぐ
わ
い
〉
を
い
ち
が
い

に
醜
と
し
て
、
猥
と
す
る
世
間
の
目
は
ど
う
か
し
て
い
る
と
思
う
。﹇
…
﹈
私
は
こ
れ
を

「
春
歌
」
と
呼
ん
で
み
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
添
田
知
道
『
日
本
春
歌
考
』（
弘
文
堂
カ
ッ

パ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
六
年
）
四
頁

（37）　

 

大
島
渚
「『
日
本
春
歌
考
』
へ
」
並
び
に
「『
日
本
春
歌
考
』
に
参
加
す
る
諸
君
へ
」、
四
方

田
犬
彦
編
『
大
島
渚
著
作
集
』、
第
三
巻
（
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
五
八
―

七
〇
頁

（38）　

 

竹
中
は
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
真
に
沖
縄
の
悲
劇
を
剔
る
た
め
に
は
、

集
団
就
職
の
少
年
少
女
が
行
政
府
首
席
屋
良
朝
苗
氏
に
ピ
ス
ト
ル
を
発
射
す
る
映
画
を
つ

く
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
﹇
…
﹈。
そ
の
よ
う
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
の
製
作
を
保
証
す
る
資
本
、
ス

ポ
ン
サ
ー
な
ど
あ
り
得
べ
く
も
な
い
。」（『
琉
球
共
和
国
』 

前
掲
書　

一
一
〇
頁
）。
そ
の

後
大
島
が
沖
縄
で
オ
ー
ル
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
映
画
『
夏
の
妹
』（
一
九
七
二
年
）
は
こ
の

竹
中
の
構
想
と
は
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
る
。
竹
中
は
こ
の
大
島
作
品
を
沖
縄
音
楽
の
使

い
方
な
ど
で
批
判
し
て
い
る
。

（39）　

 

神
谷
一
義
氏
に
よ
る
普
久
原
恒
勇
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「『
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』
の
季
節
」

記
忘
記
同
人
編
『
日
本
禁
歌
集
の
宇
宙
』（
邑
楽
舎
、
二
〇
〇
九
年
所
収
）
六
九
―
七
〇
頁

（40）　

 

竹
中
労
「『
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』
を
め
ぐ
る
人
び
と
」（
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
春
歌
集
・
海
の
チ

ン
ボ
ー
ラ
ー
』
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
解
説
）
前
掲
Ｃ
Ｄ
復
刻
版
附
録

（41）　

 

照
屋
林
助
『
て
る
り
ん
自
伝
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
）
三
四
四
頁

（42）　

 

上
原
直
彦
「
あ
ま
り
に
も
解
放
的
な
」（
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
春
歌
集
・
海
の
チ
ン
ボ
ー
ラ
ー
』

栞
）
前
掲
Ｃ
Ｄ
復
刻
版
附
録

（43）　

 

小
川
真
一
「
性
典
の
霹
靂 

『
日
本
禁
歌
集
』
の
復
刻
を
慶
ぶ
」（
記
忘
記
同
人
編
『
日
本
禁

歌
集
の
宇
宙
』 

前
掲
書
）
九
〇
頁

（44）　

 

竹
中
労
『
ニ
ッ
ポ
ン
春
歌
行 

も
し
く
は
「
春
歌
と
革
命
」』（
伝
統
と
現
代
社
、
一
九
七
三

年
）
二
二
五
―
二
二
六
頁

（45）　

 

竹
中
労
「
解
説
Ｉ
」『
小
沢
昭
一
Ｖ
Ｓ
照
屋
林
助
』（
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
』
附
録
）
Ｃ
Ｄ
復
刻
版

前
掲
附
録　

一
九
頁

（46）　

 

竹
中
労
「
変
幻
自
在
な
る
も
の
：
琉
球
諸
芸
」
同
上
書　

五
頁

（47）　
 

フ
ラ
ン
ス
の
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
詩
人
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
と

し
て
活
躍
し
た
。

（48）　

 M
adeleine R

iffaud, C
hants D

es M
aquis D

u Viet-N
am

, Le C
hant D

u M
onde. (LD

X
-

4316, 1965)
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（49）　

 

市
川
捷
護
『
回
想 

日
本
の
放
浪
芸 

小
沢
昭
一
さ
ん
と
探
索
し
た
日
々
』（
平
凡
社
、

二
〇
〇
〇
年
）
一
六
―
一
七
頁

（50）　
 

湯
浅
学
に
よ
る
指
摘
。
湯
浅
「
公
序
良
俗
の
「
恥
部
」
を
し
た
た
か
に
撃
つ
庶
民
の
知

恵
」（
記
忘
記
同
人
編
『
日
本
禁
歌
集
の
宇
宙
』
前
掲
書
）
四
八
頁
。
こ
の
広
告
は
Ｌ
Ｐ

『
ぴ
ん
助
風
流
江
戸
づ
く
し
』
の
栞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
Ｃ
Ｄ
『
日
本
禁
歌
集
』
第

一
集
復
刻
版
附
録
）。

（51）　

 

竹
中
労
「
解
説
Ｉ
」
前
掲
書　

一
七
頁

（52）　

 

竹
中
労
「
変
幻
自
在
な
る
も
の
：
琉
球
諸
芸
」
前
掲
書　

四
頁

（53）　

 

同
上
書　

四
頁

（54）　

 

同
上
書　

一
二
頁

（55）　

 

Ｌ
Ｐ
二
枚
組
、
限
定
五
百
部
と
計
画
し
て
い
た
。
竹
中
労
『
無
頼
と
荊
冠 

竹
中
労
行
動
論

集
』（
三
笠
書
房
、
一
九
七
三
年
）
三
二
二
―
三
二
四
頁

（56）　

 

竹
中
は
大
城
美
佐
子
を
「
沖
縄
の
ビ
リ
ー
・
ホ
リ
デ
イ
」
と
称
え
た
。
大
城
に
よ
れ
ば
、

竹
中
は
大
城
が
歌
っ
て
い
る
隣
で
よ
く
涙
を
流
し
て
い
た
と
い
う
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月

四
日
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
（
東
京
・
下
北
沢
）
の
ラ
イ
ブ
で
の
談
。

（57）　

 

木
村
聖
哉
『
竹
中
労
・
無
頼
の
哀
し
み
』（
現
代
書
館
、
一
九
九
九
年
）
九
一
頁
。
沖
縄
国

際
海
洋
博
覧
会
は
、
沖
縄
復
帰
を
記
念
し
て
一
九
七
五
年
か
ら
七
六
年
に
か
け
て
沖
縄
県

国
頭
郡
本
部
で
行
わ
れ
た
。

（58）　

 

竹
中
の
デ
ィ
ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
は
夢
幻
工
房
編
「
竹
中
労
の
仕
事
」
竹
中
労
『
決
定
版
ル

ポ
ラ
イ
タ
ー
事
始
』（
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
九
九
年
）
二
九
五
―
二
九
九
頁
を
参
照
。

（59）　

 

原
田
健
一
「
里
国
隆
の
う
た
を
聴
き
に
行
っ
た
頃
―
竹
中
労
と
島
う
た
の
こ
と
ど
も
」

D
eM

usik Inter

編
『
音
の
力
〈
沖
縄
〉
奄
美
／
八
重
山
／
逆
流
編
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
、

一
九
九
八
年
所
収
）
二
一
頁

（60）　

 

竹
中
労
「
続
・
メ
モ
沖
縄　

総
括
篇
・
了
」『
話
の
特
集
』
一
一
九
（
一
九
七
五
年
十
二

月
）
一
五
一
頁

（61）　

 

竹
中
労
「
解
説
Ⅱ
」『
曲
説
書
』（
Ｌ
Ｐ
『
沖
縄
』
附
録
）
前
掲
Ｃ
Ｄ
復
刻
版
附
録　

四
頁

（62）　

 

小
泉
の
録
音
資
料
は
『
沖
縄
奄
美
民
俗
音
楽
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
民
俗
音
楽
の
変
容
に

関
す
る
歴
史
研
究
』（
科
研
基
盤
研
究
（Ｂ）
）（
金
城
厚
代
表
、
二
〇
〇
九
年
度
〜
二
〇
一
二

年
度
）
に
よ
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
行
わ
れ
た
。
竹
中
の
Ｌ
Ｐ
『
日
本
禁
歌
集
』
と
『
沖

縄
』
は
前
掲
の
よ
う
に
既
に
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
四
年
に
は
一
九
七
〇
年
代
の

沖
縄
Ｌ
Ｐ
集
が
コ
ロ
ム
ビ
ア
よ
り
Ｃ
Ｄ
十
二
枚
に
リ
マ
ス
タ
リ
ン
グ
さ
れ
た
。
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論文［沖縄音楽の録音採集における周縁性の諸相］鈴木聖子

From the period of the Ryukyu Kingdom (1429-

1879) to the present day, music has played an important 

and political role in Okinawa.  Recording of the 

Okinawan music therefore developed in a particular way 

in comparison with the Japanese metropolis’ one, from 

1920’s to 1970’s.  On the one hand, we find academic 

institutionalization, which made Okinawan music a 

legitimate subject of study by recording and preserving; 

on the o ther hand , some commerc ia l , popular 

discographic edition appeared.  In either case, the same 

object, ‘recording’, was to be invested in very different 

ways.

In the academic world, inspired by Paul Broca’s 

physical anthropology, anthropologist Ryûzo Torii 

(1870-1953) made his archaeological research on 

Okinawa in 1904, thinking he would there discover the 

origin of Japanese people.  It was the first recording of 

Okinawan folk song on wax cylinders.  He collected 

these songs, but he didn’t analyze them musicologically.  

It was Hisao Tanabe (1883-1994), the first Japanese 

ethnomusicologist, who conducted the first musical 

fieldworks in Okinawa in 1922, and recorded this music 

on his ‘portable’ recorder-player of 78rpm disc, which he 

manufactured himself.  Inspired by Torii’s theory, he 

recorded Okinawan music, Taiwanese folksong and 

Sakhalin-Ainu’s, assuming these musics as the origin of 

Japanese music.  His analysis wasn’t based on anything 

tangible, but his theory influenced ethnomusicologists of 

the next generation like Fumio Koizumi (1927-1983).

In the 1960s, journalist Rô Takenaka (1930-1991) 

began his life as an activist of the Japanese Communist 

Party.  After working as director of the cultural section of 

labor unions, he became famous for his reporting on the 

life of legendary Japanese singer Hibari Misora 

published in 1965, and on the frantic crowd welcoming 

the Beatles during their first visit to Japan published in 

1966.  His works described the music world too popular 

for academic musicologists at that time to choose as a 

case study.  On his first visit to Okinawa in 1969, he 

discovered folksongs and singers belonging to 

“Lumpenproletariat”, more “vulgar” or “erotic” than 

Japanese metropolis.  He recorded them for his Japanese 

Banned Songs Collection published by URC Record, an 

independent label of Japanese folksong movement 

inspired by America.  Fascinated by Okinawan singers, 

as Kadekaru Rinshô, he produced – at his own expense 

and in the red – many their records and concerts in 

metropolis in the 1970’s.  He continued to fight against 

the Okinawa Reversion from America to Japan even after 

the reversion made in 1972.  His “banned song” was 

therefore invented as protest songs against industriali-

zation of music controlled by capitalism with high 

economic growth of Japan.  At the same time, we may 

also say that it was against songs legitimated by 

musicologists who made fieldworks before and after the 

reversion, on the assumption of discovery of fundamental 

connections between Okinawan music and Japanese one.

Okinawan music recording was an eminently 

political expression tool for them.  However, with their 

limits, with choices, made-parties that may be disputed, it 

is certain that their works still work as a marker that 

supports Okinawan cultural identity and fertilizes the 

Okinawan musical background.

Some Aspects of Marginality in the Recording Collection of 
Okinawan Music

SUZUKI Seiko
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